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漫画『晶師』にみる心理学的イメージについての考察
I. はじめに
学生相談の場においては、来談する学生やその
関係者らによって様々な語りがなされる。対人関
係上の悩み、神経症的・精神病的な症状、就職・
履修上の問題、あるいは近年でいえば発達障害に
起因する生きづらさなど、個別に挙げだせば枚挙
にいとまがないほど、ときにそれぞれが絡みあっ
た形で、個々の相談内容は多岐にわたっている。
また、自覚的に悩み苦しんでいる学生もいれば人
の勧めで嫌々訪れる学生もいて、いわゆる来談意
欲も十人十色である。このように、学生相談での
個々の面接をひと括りにして論じることは、困難
である。しかし、何らかの意味で来談者は自我に
とっての異物を抱え、そして来談しているともい
える。
また、来談する学生の語りをどのように受け止
めるかというカウンセラー側の姿勢は、個々の面
接それ自体の多様性を超えて共通して考えるべき
検討課題となる。症状や発達的な課題は、問題と
して克服されたり解消されたりすべきものである
のか。あるいは、そこに何らかの意味を見出すこ
とによって、より深める方向でアプローチすべき
ものであるのか。こうしたことに対しては、個別
の面接の多様性も絡んでくるために、一概に正解
を用意することはできないのは周知の事実であろ
う。その都度その都度、来談者に対するカウンセ
ラー 1が、自らの関わりのスタンスを模索してい
かなくてはならないのである。
むしし
ところで、『贔師』という漫画がある。これは、
1999年から2008年にかけて連載された、漆原友紀
による漫画である。詳しくは後の考察の中で述べ
るが、作品そのものや、主人公であるギンコとい
う青年を通して、自分を取り巻く現象にどう関わ
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るかということについてのいくつかの重要なイメー
ジが喚起される、そうした作品になっていると筆
者は考える。そこで本稿では、この漫画「晶師』
の世界観や登場人物を素材として考察を行ってい
く。
物語を素材としてイメージを深めていくという
論述の方法は、たとえば「陰陽師』を用いた岩宮
(2000)や『遠野物語』を用いた友久 (2008) な
どにみられるように、珍しいものではない。そし
て友久 (2008)は『遠野物語』のイメージについ
て論じる際に、まず次のように述べている。「こ
れを読むこと自体がイメージの体験であり、体験
不足を根底に持った若者への心理療法をする上で
意味があると感じられるためである」。友久が指
摘する中で重要な点は、作品を解釈することに重
きを置くのではなく、あくまでも「読むこと」そ
れ自体によるイメージ体験を重視しているという
点である。また、イメージヘの取り組み方として
河合は (1991) は、「自分なりに概念化を焦った
り、『自然科学』的な読み方をすると、その本来
の意味を損なってしまうのである」と述べている。
もちろんここでいう「読む」は、必ずしも文章と
いう媒休に限定された話ではなく、表現されたも
の全般に関していえることである。つまり、「表
現されたもの」に概念を当てはめるような形で読
み進めていっては、表現されたもの自体が宿して
いる生命力を汲み取り損なってしまうこととなる。
その一方で、概念ということを一切抜きにして
思考することもまた、私達には不可能である。
「概念はある客観的に存在する対象に道具のよう
にして適用されるのではなくて、むしろその概念
によってはじめて対象が見えてくる」と河合
(1998) も述べるように、目の前のイメージをよ
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表1 各話タイトル一覧
1 巻 2 巻 3 巻 4 巻 5 巻
緑の座 やまねむる 錆の鳴く磐 虚繭取り 沖つ宮
柔らかい角 筆の海 海境より 一夜橋 眼福眼禍
枕小路 露を吸う群 重い実 春と嗚＜ 山抱く衣
瞼の光 雨が来る虹がたっ 硯に棲む白 籠のなか 諦野行
旅をする沼 綿胞子 砂の魚 草を踏む音 暁の蛇
6 巻 7 巻 8 巻 9 巻 10 巻
天辺の糸 花惑い 潮わく谷 残り紅 光の緒
囀る貝 鏡が淵 冬の底 風巻立つ 常の樹
夜を撫でる手 雷の袂 隠り江 壺天の星 香る闇
雪の下 棘の道（前編） 日照る雨 水碧む 鈴の雫（前編）
野末の宴 棘の道（後編） 泥の草 草の菌 鈴の雫（後編）
り深く理解し体験していくための手がかりという
形で、本稿では必要に応じてイニシェーションや
「傷ついた治療者」という概念も援用しつつ論を
進めていきたい。
つまり、実際の事例に関わるときと同様に、来
談者の語りを解釈的に聴くだけではなく語りのイ
メージとしての側面をも体験していくような、そ
うしたスタンスから、本稿では「晶師』という作
品を読むことを試みたい。そのような姿勢でイメー
ジを読むことによってはじめて、たとえかりそめ
の体験であったとしても、そのイメージを生きる
ことができると考えるからである。
I . 『晶師』という作品について
1. 『晶師』の世界観
まず、本稿でとりあげる『轟師』の世界観につ
いて、作中の登場人物達の言葉を引用しながらま
とめていく。なお、以下の論述の中でそれぞれの
具体的な話に言及する必要がある際には、タイト
ルを〔 〕で括って表記するものとする。また、
作中からの引用には、すべて原作通りのルビをふっ
てある。
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およそ遠しとされしもの 下等で奇怪 見慣れた
動植物とはまるで違うとおぼしきモノ達 それら
おそ
翼厖の一群を ヒトは古くから畏れを含み いつ
むし
しか 総じて「晶Jと呼んだ（〔緑の座〕より、ナ
レー ション）
これは、『晶師』の第一話である〔緑の座〕の
冒頭に書かれたナレーション様の文章である。
『贔師』は、この異形の一群である晶と呼ばれる
存在をめぐって展開していく物語である。
『晶師』は一話完結の作品が多く、長くても前
後編の二話構成である。ちなみに、単行本全十巻
のうち、前後編で構成されているのは〔棘の道〕
と〔鈴の雫〕の二話、それ以外はすべて一話完結
の形をとっている。全五十話のタイトルの一覧は、
表lとして記した通りである。
さて、『晶師」の世界には、人間を含む動物で
も、植物でもない生命として、晶という存在が描
かれている。その晶という存在は、一体どのよう
な存在であるのか。
「あの 晶って一体何なの……？」「~そう恐れ
へた
るようなモノばかりでもない 下手に手を出さな
きゃそう困る事もないんだが」（〔春と嘘＜〕より、
すずとギンコ）
これは、作中に登場するすずという少女と、主
人公の轟師2ギンコとの会話である。晶という存
ようしつ
在が見えるか見えないかは、妖質という体質の多
寡によって分かれてくるとされている。すなわち、
存在はしているものの、ある人には見えるが別の
西嶋雅樹：漫画『贔師』にみる心理学的イメージについての考察
人には見えないといった性質の存在なのである。
晶を見ることのできないすずという少女にとっ
ては、晶は得体の知れない不気味な存在として感
じられている。一方、晶と関わることを生業とし
ているギンコにとっては、常に見えている存在で
あるために、特に不気味さを感じるに足る存在と
はなっていない。害をなすもなさないも晶との付
き合い方次第であるという姿勢が、ギンコの言葉
からは滲み出ている。
また、見えるか見えないかの区別だけが贔に対
する姿勢の決定要因なのではない。たとえその目
に映っていたとしても、どのような存在なのかが
わかっていなければ、不安を惹起する存在ともな
りえる。
「あれらは…… 幻じゃないん…… だよね」「……
我々と同じように存在しているとも 幻だとも言
えない ただ影響は及ぼしてくる」「……俺らと
ぁ
はまったく違うものなの？」「在り方は違うが 断
絶された存在ではない我々の“命”の 別の形だ」
（〔砂の魚〕より、ヨキとぬい）
晶の姿がその目に映っているヨキという少年に
とっても、やはりそれは異形の存在として捉えら
れている。それに対して、かつて贔師であったぬ
いという女性は、生命の別の形として晶について
語っている。すなわちぬいは、晶とヒいとの差
異を前面に出してヨキに説明するのではなく、生
命としての共通性に基づいてヨキという少年に贔
の本質を伝えようとしているのである。
では、改めて、晶とは何であるのか。
そのもの . 
「生命の原生体に近いもの達だ そのものに近い
だけあって それらは形や存在があいまいで そ
れらが見える性質と そうでない者に分かれてく
る」（〔緑の座〕より、ギンコ）
「晶ってのは そういう微弱なモノになるほど光
こうき
を帯びてくる 品の根源たる光酒というモノに近
いからだ 光脈とは光酒の流れる筋それらはいわ
ば“生命”そのもの操作できれば不死や蘇生……
いかようにも使い道はある」（〔重い実〕より、ギ
ンコ）
「生命そのもの」である光酒と呼ばれるモノに
極めて近く、動植物の区分以前の存在。そうした
存在が、『晶師』の作中では贔として描かれてい
る。4
こうした贔と関わることを生業とする存在が、
『晶師」の主人公であるギンコをはじめとする贔
師と呼ばれる存在である。詳しくは後述するよう
に、晶師といった際に、その目に晶が見えている
ことが当然前提となってはいるものの、晶が見え
た上でどのように関わるかという態度は晶師によっ
て実に様々な描かれ方をしている。
ところで、職業の一種として描かれていながら、
晶師がどのようにして生計を立てているのかとい
うことについては、実ははっきりとは言及されて
いない。そのため、生業としての晶師の姿をここ
に描き出すためには、いくつかのシーンをモザイ
ク状に組み合わせて、その上で推測していくこと
が必要となる。
主人公のギンコに限っていえば、医家であり好
あだしの
事家でもある化野に、晶にちなんだ珍品を売りつ
けるシーンが何度か描かれている（〔旅をする沼〕、
〔硯に棲む白〕、〔山抱く衣〕）。また、旅の途中で
収集した物品や薬の類を露天商のように売るシー
ン（〔雨が来る虹がたつ〕）や、晶の影響を抑える
薬を売るシーン（〔水碧む〕）も描かれている。さ
らに、晶の影響を受けた人の家に請われ訪れては
贔が人体に及ぼす影響を除くという、治療的なこ
ともしている（〔柔らかい角〕、〔隠り江〕など）。
ギンコ以外の贔師として描かれている人物達か
らは、晶を退治することを生業としていると思し
き晶師達（〔筆の海〕）や、里を贔の影響から守り
ながら晶の生態について研究を行う人物（〔疵野
行〕）、あるいは娘の眼が見えるようになる術を求
めて旅をする人物（〔眼福眼禍〕）の姿なども描か
れている。さらに、晶師の中には、わざと人里に
晶を寄せて人体に悪影響を発生させてからその治
療を行って対価を得るという、マッチポンプ的な
存在がいることもうかがわれる（〔草の菌〕）。中
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には特定の晶を絶やすために追い続けることを使
みない
命としている薬袋という一族もあるが、こうした
形で組織だって贔師が集まっていることは、稀な
ことのようである。
これらに共通して指摘できることは、晶という
存在ならびに、晶からの影響を蒙っている人々を
対象として関わる人々は、自らを晶師と称するこ
とが多いという点である。
また、いわゆる生業という面に加え、主人公の
ギンコが目的もなくひたすらに贔を追う話もある
（〔雨が来る虹がたつ〕）。さらに、晶を通じて、生
ことわり
命の秩序（理）に関わっていくような話もいくつ
か描かれている（〔やまねむる〕、〔鈴の雫〕など）。
2. 『晶師』の構成
ここで一度、「贔師』という作品全体がどのよ
うな背景の中に置かれているかということや、全
体の構成についても言及しておく。
舞台となっている土地や時代など、いわゆる作
品の背景に当たる部分については、作者である漆
原があとがきや『晶師 OfficialBook』の中で、
「鎖国が続いた日本で、大正くらい」と明かして
いる程度である。すなわち、作中では一切その時
代背景などについては触れられていない。これは、
「『晶師』でやりたかったのは、不思議な現象を
ただ描く、ということで、それを邪魔する要素は
なるべく出すまいと、土地も時代も架空の、でも
どこかなじみのある世界がいいと思った」という
作者の意図も影響してのことであろう（読売新聞，
2006)。
続けて、個々の話同士の連関についても述べて
みたい。時系列としては、ときに話の前後関係が
うかがわれる話も存在しているものの、基本的に
は各話の間の前後関係を示唆するような描写は少
ない。前後関係自体も、主人公のギンコが〔緑の
座〕や〔柔らかい角〕の中で手に入れた珍品を
〔旅をする沼〕の中で化野に売りつけようとする
という描写が見られるくらいで、物語の展開上の
42 
重要なつながりを構成しているというわけではな
い。前後関係が認められる話としては、後にも述
べるように、現在に至るまでのギンコの生い立ち
を示唆するような話が数話見られるだけである。
そしてそれとて全体の中で、断片的にちりばめら
れているにすぎない。
登場人物も、前後編の話を除いてギンコ以外に
数話にわたって登場するのは、化野（医家）、狩
房淡幽（筆記者）、薬袋たま（晶師）、イサザ（ワ
タリ）程度である。晶をはじめとする世界観の構
成要因についての解説も、ほとんどがギンコとそ
の時々の登場人物の会話の中でなされ、地の文と
して解説がなされることは稀である。そのため、
ギンコに関わる登場人物にとって新規の内容であ
る限り、晶などについての解説は常に、その都度
ギンコの口から語られることとなる。つまり、ギ
ンコが狂言回しの役割をその都度引き受けている
わけである。したがって、作中のどの話から紐解
いても、ひとまずの内容を理解する上では大きな
支障はない。
描写の構図については、各話の最後が、カメラ
のアングルでいうところの引きの映像や、人物の
後ろ姿で終わることが多いという点を指摘できる。
すなわち、物語が生じた場所を遠景から捉えて終
わることが多くなっている。そこに登場人物が描
かれることもあるものの、現象が起こった場を遠
景から望むことによって、その都度読者と物語の
場との間に距離が生まれるような効果がそこには
あるように感じられる。こうした構図を取ってそ
の都度の話が終わることは、『轟師』が一話一話
で基本的に完結する上で、大きな役割を果たして
いるといえよう。
3. 面接のメタファーとして
論を進める前に、本章の中で述べてきたことを
ここで一度まとめておく。
まずIの1で述べたように、『晶師』という作
品では、普通の人には見えない贔という存在が大
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きな意味を有している。登場人物達は、贔が見え
てしまったがために、あるいは見えないまでも轟
からの影響を受けてしまったがために、晶師と呼
ばれる人々（特にギンコ）とそれぞれの形で関わ
りをもつに至る。続いてIの2で述べたように、
『晶師』の各話は、全体としての流れの中にそれ
ぞれ位置付けられつつ、それと同時に、基本的に
は一話一話が独立して語られているという性質を
有している。
これらの二点はいずれも、カウンセリングとい
う営為を語る上でのメタファーとなりえると考え
られる。つまり、普段は人々が見過ごしているよ
うな心の次元のことにとらわれた来談者達に、私
たちはカウンセラーとして会うことが多い5。そ
して、カウンセリングにおいても、事例全体の流
れの中に一回一回のセッションがありながら、そ
の一回一回のセッションが一定の枠組みの中でそ
の都度語りを生み出し、そして閉じられていく、
という構造を有している。
もちろん、『轟師』とカウンセリングはそれぞ
れ別のものであるという厳然たる事実もかたや存
在している。そのため、過度に重ねて語ることは、
それぞれの本質を見失うことにもつながりかねな
いということも念頭に置いておく必要があるとい
えよう。また、ここで「贔師＝カウンセラー」
「関わる人々＝来談者」と安易に当てはめて読ん
ではならない。後ほどGuggenbiihl-Craig(1978/ 
1981) を引いて論じるように、安易な二極化に基
づいた把握は、自分と対象との間の断絶を生み出
すことにもつながりかねない。
I . 南方熊楠とギンコ
1. 南方熊楠について
いったん『贔師』という作品それ自体は離れ、
南方熊楠という人物について言及してみたい。こ
こで南方熊楠を挙げる理由は、『晶師』の主人公
ギンコとの間に類似した点が多いと考えるからで
ある。
南方熊楠は1867年生まれ1941年没の、和歌山県
出身の研究者である。この熊楠6という人物は博
覧強記の在野の研究者として知られており、その
研究領域はある特定の学問分野に限定して述べる
ことが難しいほどに多岐にわたっている。平野
(1981) も述べるように、民俗学の研究に秀で、
当時の自然科学についても深い学識を有し、とき
に曼陀羅の思想から現象を考える思想家としての
側面を有しつつ、それでいて那智の山奥にこもっ
て粘菌をはじめとする隠花植物の収集に専念する
という植物学者的な側面も有していた。それが、
熊楠という人物であった。しいていうならば、博
物学者、あるいは東洋の旧来の呼び方でいうとこ
ろの本草学者と呼ぶのがしつくりくる人物であっ
たようである。
熊楠の研究分野のいずれにも通底している特徴
がある。それはおそらく、「生命」ということに
対する深い関心であったといえる。生命という現
象を考えるために、ときに民俗学的な視点から現
象を考え、ときに生死の概念の枠組みを解体する
ような存在である粘菌研究に没頭し、ときに曼陀
羅という仏教思想によって思索をめぐらせる。こ
のように、「生命」ということが、熊楠の多様な
研究という一つ一つの宝をつなぎ止める糸となっ
ていたのであろう。こうした収敏の様子は、水木
しげる (1996)の「猫楠』にも描かれている。
そしてこの生命ということに関して中沢
(1992)は、「すべての鍵は、熊楠の粘菌研究の中
に、隠されている。彼は生命の本質に接近してい
くための、最良の手だてとして、粘菌を選んだか
らだ」と指摘している。つまり、粘菌それ自体の
もつ魅力もさることながら、生命について考えて
いく上で、粘菌という素材が熊楠にとって最も適っ
ていたわけである。事実熊楠は、柳田国男に宛て
て次のような書簡を出している（南方，1911)。
粘菌は、動植物いずれともつかぬ奇態の生物にて、
英国のランカスター教授などは、この物最初他の
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もと
星界よりこの地に隊ち来たり動植物の原なりしな
げんしょう
らん、と申す。生死の現像、霊魂等のことに関し、
小生過ぐる十四、五年この物を研究罷りあり。
(1911年6月12日 柳田国男宛書簡）
ここで述べられているような、粘菌を通して生
死などの生命現象を考える熊楠の姿勢は、『晶師』
の中でギンコが贔を通じて生命の理の中にその身
を投じていく様と重なる部分が大きい。次節では、
作者である漆原自身の言葉を参照してみる。
2. 南方熊楠とギンコの類似点
『晶師 OfficialBook』の中で、感情をあまり
表さないギンコという人物のモデルを尋ねられた
漆原は、「特にいませんが、結局、私の価値観が
投影されているとは思います」と答えている。一
方で読売新聞のインタビューには、「ギンコの人
物像については、南方熊楠、宮本常ーなど‘‘野に
在って、人々のために学問を活かす人たちが好ぎ'
で、それが反映している」との同答もしている
（読売新聞， 2006)。このように、感情表現という
意味での特定のモデルは設定されてはいないとさ
れているものの、生き様という意味では、ある程
度は南方熊楠という人物が影響しているのではな
いかと思わせる。他にも漆原自身が作中のあとが
きで南方熊楠記念館を訪れたことに言及していた
り、あるいは同じく読売新聞のインタビューに対
して「粘菌などを元にしているが、また別のくく
りで、本能のみで生きているもの」（読売新聞，
2006) と回答しているように、ギンコという人物
を描く上で、南方熊楠の存在を念頭に置いていた
であろう節が、散見される。
また中沢 (1991)は、熊楠による民俗の採集に
ついて、熊楠がその土地ごとの人々が集まるサロ
ン的な場でのフィールドワークを大切にしていた
ということを指摘している。先に述べたように、
『贔師』のギンコも旅の中で晶に絡んだ現象と関
わっていっている。旅の中で人々と交流し、かた
や民俗、かたや晶という形で生や死について考え
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ていた熊楠とギンコは、その生き方という点でも
重なりを有している。両者に共通して見いだせる
のは、その土地に根付いた生命の表れに、ときに
畏敬の念を抱きながら、大切に関わっていったと
いう姿であるといえるかもしれない。
生命に畏敬の念を抱く熊楠という実在の人物に
近しい存在であるギンコという人物は、作中でど
のように描かれ、生きているのか。こうした点に
ついて、次の章の中で論じていく。
N. 『晶師』の登場人物と晶の関わり
1. 晶と近しい晶師
さて、再び『轟師』に戻って考えてみたい。主
人公である晶師のギンコは、ときには人に害をな
す贔を退治することもある。しかし、〔箪の海〕
かりぶさたんゆう
で狩房淡幽に初めて出会ったときには、次のよう
な会話をしている。
「晶を殺す話は もう たくさんだ」「じゃ殺さねぇ
ずいぶん
話なあ そっちの方が随分多いな」「いや
ほくろ
それでは役に 」「え まずは黒子を食う贔
の話」「……黒子？」「ん何か今言いかけたろ」
「……いやいい話してくれ晶の話……」（〔筆
の海〕より、狩房淡幽とギンコ）
このように、「晶は殺すべき対象である」とい
う考え方からは縁遠い人物としてギンコは描かれ
ている。こうした彼の姿勢は、
おおざっ"「わからんものも皆殺し~ 大雑把で
好きじゃない」（〔綿胞子〕より、ギンコ）
という言葉にも表れている。少なくともその正体
をじっくりと見極めた上で、やむを得ぬ場合にの
み退治するというのが、作品全体を通じてのギン
コの姿勢である。
そのため、必ずしも晶を退治して終わる話ばか
りではなく、ときには登場人物の側の死をもって
終わる話も見受けられる（〔一夜橋〕、〔泥の草〕
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など）。全体を通していえば、何らかの形で贔の
影響を受けた登場人物の生と、晶の生とが交錯す
る場にギンコは立ち会い、そしてヒトはヒトの生
を、晶は贔の生を全うしていくという形で終わる
話が多くなっている。
かりぶさ
〔筆の海〕の中で淡幽の住まう狩房家に訪れる
贔師の多くは、晶を殺める話を誇らしげに語る。
あるいはそうした態度に違和感を表す淡幽に対し
て、その違和感は轟と実際会ったことのない者の
綺麗事と伝えもしている。ここからは、贔である
以上、ヒトに害をなすものとして殺すというのは
当然であるという発想が、贔師と称する人々の中
でも優勢であることが示唆されている。また、贔
を殺すことに違和感を覚える淡幽ですら、その身
きんしゅ
に封ぜられた禁種の贔を巻物に写して封じ直して
いくためには、やはり晶殺しの話を題材として記
述していくしかないという懃藤を抱えてしまって
いる。そして淡幽（とその先祖）によって記述さ
れた晶封じの指南書を目当てに、贔殺しの話を自
らの武勇として語る晶師がまた集まり、さらなる
晶殺しの知識を得て帰っていく。そうした構図が
成立している。
そんな中、ギンコ自身は、先にも挙げたように、
贔と近しい位置にいる。これは彼の特徴といえる
であろう。本節冒頭で挙げたように、ギンコは淡
幽に、贔を殺さない話を語り伝えようとしている。
また同じく（筆の海〕の中で、
「ははは それで一件落着か他には？」 Iん
今日はこれくらいにしとくか」「まだいいぞ晶
封じに使えそうな話は五割もなかったろ」（〔筆の
海〕より、狩房淡幽とギンコ）
と淡幽に言わしめるほどに、晶を殺さない話を中
心に淡幽に語っている。
こうしたギンコの姿勢は、一体どこから生まれ
てくるのであろうか。
2. ヨキからギンコへ
作中ではギンコの過去について描写されること
は稀であるが、〔砂の魚〕から、〔草を踏む音〕、
〔常の樹〕の中の回想部分、そして再度〔草を踏
む音〕、〔草の菌〕という順序で、ギンコの少年時
代が描かれている。なお〔砂の魚〕は正確には、
ギンコではなくヨキという名の少年についての物
語である。この中でも〔砂の魚〕という話は、ギ
ンコという人物が成立していく上で特に重要な話
である。そのため、以下にあらすじを記す。
母親と二人で行商の旅をしていたヨキは、旅の
途中、土砂崩れによって栂親を亡くす。行き倒れ
ていたヨキを拾ったのが、ぬいと呼ばれる女性で
ある。足を痛めたヨキの傷が癒えるまで、ぬいと
ヨキとは生活を共にし、その間に母子の情に似た
感情をお互いに抱くに至っている。しかし、やが
てぬいは「トコヤミ」という名の晶に同化してし
まい、それを引き留めようとしたヨキまでもがト
コヤミに呑まれてしまう。そしてヨキはトコヤミ
の中に棲み光を放つ「韮靡」という贔を目にする。
ぬいの助けもあってトコヤミを抜け出すものの、
既にこのとき、ヨキは自分の記憶や名前を失って
しまっている。そんな中、「すぐに思いつく名J
を自分に付ければトコヤミから逃れられるという
ぬいの言葉だけをかろうじて覚えていたヨキは、
トコヤミの中で目にした銀盤の名を思い出す。そ
うしてトコヤミの中から抜け出すものの、ヨキと
いう名だった頃の記憶などは一切喪い、銀盪によっ
て左目が消失するなど外見も変わり果て、ただ
「ギンコ」という新たな名だけを携えて人里へと
たどり着く。これが〔砂の魚〕のあらすじである。
ここにみられる名付けという行為をめぐっては、
たとえばゲド戦記の『影との戦い』 (LeGuin, 
1968/1976)が連想されるかもしれない。『影と
の戦い』においては、ゲドとゲドの影とが互いに
向かって「ゲド！」と呼びかけ合う。すなわち、
分裂していたものが統合されるというモチーフが
ここに見いだせる。
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一方で『晶師』のギンコは、 トコヤミに完全に
呑まれてしまう間際に、自らに晶である「銀盤J
の名を付けることで、 トコヤミとの同化を免れて
ヒトの側にとどまっている。しかしその髪は白く
なり、左の眼寓にはトコヤミを宿し、残った右目
も緑色7という奇異な色を帯びることとなる。ゲ
ドが影を統合したのとは異なり、ギンコは贔の側
の世界へと参入し、それと同時に、失った左目の
眼商にトコヤミという晶を宿すという形で、いう
むしせい
なれば「晶性『とでも呼べるような性質を内在化
するに至ったといえる。作中に描かれる他の幾人
かの登場人物のように完全に晶そのものになって
晶の側に行ってしまったわけではなく、「晶性」
を宿したヒトとして生まれ変わったといえよう。
晶に代表される生命そのものの世界への参入を
果たしたという意味でも、名や記憶を喪いつつも
ヒトの側に戻ってきたという「死と再生」のモチー
フを生き抜いたという意味でも、このときのヨキ
からギンコヘの移行は、イニシエーションとして
の意味を帯びていたのではないかと推察される。
「イニシエーションの体験によって、ある個人は
まったくの「別人」に成ると考えられる」（河合，
1989)とされるように、ヨキというヒトの少年は、
ヒトでありながら贔に近しい存在として変容を遂
げ、ギンコとしての生を歩み始めることとなった
のである。
しかし、「現代は全ての境界があいまいになっ
ているのだ。こちらからあちらに行って婦ってく
る、という明確なイメージがほとんど機能しない」
（河合，2000) とも述べられているように、〔砂の
魚〕に描かれたようなイニシェーションを、そっ
くりそのまま私達の生きるこの世界の中に現実と
して見出すことは困難でもあることも、付記して
おきたい。それらは夢や箱庭などとしてのイメー
ジの次元で生じてくる現象であるといえよう。
3. 受け入れていくこと
前節で述べたように、ヨキであったときよりも
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ギンコは晶に近しい存在となった。しかし、それ
はまだ体質という点に限局されての話でしかない。
左目の穴は 陽の下においても 闇をすくいとっ
くら
たかのように昏く それは 奇妙なものを寄せつ
けた このままここに寄せ続けたら きっとあれ
らは災いを呼ぶ ……そんな気がする（〔砂の魚〕
より、贔を見つめるギンコ）
これは、 トコヤミから抜け出してたどり着いた
人里で、自分の左の眼窃の闇に引き寄せられてき
た晶を見ながらギンコの心に浮かんできた言葉で
ある。そして、その「奇妙なもの」、すなわち晶
が里に災いを呼ぶことを危惧し、ギンコはひっそ
りと里から姿を消す。
その後のギンコは、晶を寄せつける己の体質を
自覚してはいくものの、かといってそのことを受
け入れているわけでは決してなかった。放浪の後
にワタリと呼ばれる漂泊の民達に拾われ（〔草を
踏む音〕、〔常の樹〕）、ワタリを離れた後も幾人か
の晶師に拾われてはその体質を利用され、そのさ
らなる後を描いたのが、本節で中心的に取りあげ
る〔草の菌〕という話である。
〔草の菌〕に出てくる贔師スグロとの会話から
は、ギンコが晶を寄せる自分の体質を忌まわしく
感じていることが伝わってくる。そして、ギンコ
とスグロの二人の会話はギンコに宿るトコヤミの
ことに及び、その中でスグロはギンコにこう告げ
る。
「トコヤミが晶を寄せるわけじゃない 晶を寄せ
まれ
るのはあくまでお前だ ……そういう者は稀にい
すべ
るが それを治す術は誰も持たない 気の毒だが
受け入れる他無い」（〔草の菌〕より、ギンコに語
りかけるスグロ）
晶を寄せる自分の体質を治す術はないとスグロ
に告げられたギンコは、その右目を見開く。この
ときのギンコは、晶を寄せつける体質を治す術は
ないとはっきり突きつけられたことにより、絶望
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を感じていたのではないだろうか。しかしギンコ
むしよ たばこ
は、その後スグロによって I晶除けの煙草」の作
り方を教えられる。その名の通り、ギンコに寄る
晶を遠ざける効果を持つ煙草であり、時系列的に
これより後にあたる話の中で、成長したギンコが
この煙草をくわえる姿が頻繁に登場してくること
となる。
やがて、スグロと過ごしていく短い時間の後に、
その地の山のヌシと呼ばれる存在が死ぬ。そして、
後継のヌシとなる生き物の卵を、ギンコは闇の中
に見つける。
あ
……あの ヌシの力が この中に在るのか……
……俺とは正反対の 選ばれたモノ…… ……今
なら…… 今ならその力を 自分のものにできる
んじゃないか……？ （〔草の茜〕より、ヌシの卵を
掌中に抱いたギンコ）
ギンコはヌシを、「俺とは正反対の選ばれたモ
ノ」と位置づけている。ギンコ自身は、 トコヤミ
を宿したその体質によって周囲に贔を寄せ付け、
行く先々の土地に災いをもたらしてしまう自分に
苦しんでいる。そしてそのことによって傷付きな
がらも、それでも一箇所に留まることが叶わない。
それに対してヌシとして選ばれた動物は、特定の
ことわり
土地に根を下ろし、生命の秩序である理を体現す
る存在としてその地に息づいていく。作中にはっ
きりとした描写はみられないが、ギンコはヌシに
対して、土地に根付いていることや、晶に苦しめ
られはしない存在であるという、自らとは対称的
な性質に関して、羨望を抱いていたのではないか
と考えられる。
さて、ギンコは見つけたヌシの卵を掌中に抱く。
しかし、手にしていたヌシの卵をふとしたことで
割ってしまう。そしてギンコは、はるかな地の底
こうみやく
を流れる光脈という、光酒の流れの前に不意にた
たずむこととなる。光脈の先を見ながらギンコの
心には、次のような考えが浮かぶ。
……たぶん あそこは行ったら戻れない所だ……
でも かまわない もともと 俺に居ていい場所
なんて無いんだ……（〔草の菌〕より、光脈の前に
たたずむギンコ）
この世にいていい場所などないと感じていたギ
ンコは、一度行ってしまったら戻れないと直観的
に感じとりながら、その光脈の向こう側に足を踏
み出そうとする。しかし、足を踏み出して光脈を
越えてしまおうとするギンコの意に反して、 トコ
ヤミを宿したギンコの左の眼席が急激に痛み出す。
「うあ……っ」 トコヤミが暴れてる
「……やめろ……！ 何でお前は…… 俺の邪魔
ばかりするんだ……」 ……そうかお前生き
ていたいのか （〔草の菌〕より、左の眼商
に宿るトコヤミに語りかけるギンコ）
それまでのギンコは、晶は勝手に自分によりつ
いては災いをもたらし、自分の居場所を奪い去っ
ていく、そんな害をなす存在としてしか捉えてい
なかった。しかし眼商の痛みを通じてギンコは、
トコヤミが生きることを切望していると気付き、
そして自分自身も実は生きたいと感じていること
に気付いていく。つまり、ここで言われている
「お前」というのは、 トコヤミのことでもあり、
そして同時に、ギンコ自身のことでもあったと考
えられる。
このように、それまでギンコにとって自分の体
に棲まう異物でしかなかったトコヤミが、実は
「生きていたい」と願う次元においては、自分と
まったく同じ存在であるということに、ギンコは
気付くのである。直接の描写はないものの、おそ
らくこのときを境に、ギンコは贔を寄せつける自
分の体質や、その象徴としてのトコヤミを受け入
れていったのであろうと推測される。
すなわち、ギンコは晶の痛みと我が身の痛みが
不可分となるような深い次元で、晶という形での
生命の在り方とのつながりを有していくのである。
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それゆえ、後の〔筆の海〕の中でも描かれている
ように、ギンコは晶への殺生を好まないという描
写にもつながっていくのであろう。つまり、ギン
コにとっては、晶という存在は、自分とは断絶し
た絶対的な他者としてはもはや感じられていない
のである。
4. 内なる痛みとして
ここまで何度か述べてきたように、ギンコの左
の眼寓には、 トコヤミという贔が宿っている。ま
かりぶさたんゆう
た「箪記者」狩房淡幽の右足には、「禁種の晶J
という晶が封じ込められている。晶を殺す以外の
関係、すなわち贔と生物とが共に生きる関係をそ
れぞれ模索するこの二人はいずれもその身に晶を
宿しており、そして本人の意思とは関係なくそれ
を背負わされてしまっているという点で共通して
いる。
こうした共通点を有する一方で、ギンコは晶師
として、淡幽は筆記者として描き分けられてもい
る。筆記者というのは、世界全体に災厄をもたら
すとされている禁種の晶を、墨状のあざという形
でその身に封じられた人物のことである。そのあ
ざは、晶を屠った話を巻物として害き付ける際に、
墨のような形で紙に定位されることで、筆記者自
身の体から少しずつ抜け出ていく。しかしその際
に、筆記者は激しい身体的な痛みを覚えることと
なる。
自身の身にそれぞれ晶を宿しているといっても、
晶師であるギンコの場合には、 トコヤミ以外の晶
やその贔に影響を受けた人々と関わりをもつこと
を生業としている。つまり、外在する晶と関わる
ことを旨としている。一方の淡幽は、自らの身に
封じられている禁種の晶を少しずつ書物の形で封
じ直すことを、専らの使命としている。つまり、
内在する晶と関わることを旨としている。このよ
うに、両者は主に関わる対象となる晶との距離の
遠近により、片方は晶師、もう片方は筆記者とい
う、異なった役割をもって描かれているのであろ
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うと考えられる。
しかし、対象の場所が身の内であるか外である
かとい差異はあるものの、自身の身にそれぞれ晶
という形での生命の別の在りようを宿していると
いう類縁関係によって、やはりこの両者は強く結
びつけられている。
考察の最後となる本節では、分析心理学の立場
から書かれた Guggenbiihl-Craigの論を参照しな
がら、この内なる「贔性」について検討を行って
いく。
Guggenbiihl-Craig (1978/1981) は「傷ついた
治療者」という元型に言及する中で、「病者の中
に医者がいるだけではなくて、医者の中にも患者
が存在している」と述べている。もちろんここで
いう「医者の中」というのは「医者という集団の
中」という意味ではなく、「医者その人自身の内
的な性質として」という意味である。そして
Guggenbiihl-Craig (1978/1981) は「彼（註：自
らの内的な病者性に無意識である医者）は弱さと
か病気とか傷とは全く関係がないという考えを持
ち始め、自分が力強い治療者であると感じるので
ある」（註は引用者による）と続ける。こうした
医者の姿勢は、「医者＝癒す者」「患者＝癒される
者」という断裂した図式を生み出し、患者に備わ
る自己治癒の力が無意識的に阻害されることへと
つながっていくのである。
ここで再度『晶師』の中の描写へと立ち返る。
しょせん
私が開いてきた話は皆 所詮殺生の話だっ
たのか 足の痛みは 心の痛みも伴うものになっ
ていった 微笑で下等なる生命への馘り 麗扇の
モノ達への理由なき恐れが招く殺生 そういうも
のが少なからず感じ取れるのだ（〔筆の海〕より、
狩房淡幽）
これは、自らの体内の禁種の晶を封じる際に、
淡幽の心に浮かんできた言葉である。
既に述べたように、多くの贔師は贔であるとい
う事実それ自体に基づいて、晶をすぐに殺してし
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まおうとする。しかし、生命の別の表れである晶
をいたずらに殺めることは、自らの身の内に宿る
生命の、より原始的な側面を否定することに繋が
る。おそらくギンコは、そのことを自らの体験を
通して直観的に感じとっているのであろう。ギン
こうき
コは、晶や、贔以前の存在である光酒によって世
界の理が保たれていることに気付いている。換言
すれば、ときにビトに害をなし、それを恐れて他
の晶師によって簡単に殺められてしまうような存
在である贔を、世界を豊かなものとする生命の根
源的な事象の表れとして捉えている。
ここで再度「傷ついた治療者」という元型を引
き合いに出すまでもなく、ギンコは自らの内に宿
した「贔性」すなわち晶の世界に自覚的でいる人
物である。その贔の世界は、呑み込まれればヒト
としての実体をうしなってしまうほどに、危うい
世界でもある。かといってそれを否定することは、
あらゆる生命の営みをも否定することへとつながっ
てしまう。
『贔師』という作品において、晶がどのような
たていと
生を全うしていくかということが物語の経糸となっ
ているとすれば、登場人物達がどのような生を全
ょこいと
うしていくかということが、物語の緯糸となって
いる。両者がほどよく折り重ならないことには、
全体として一枚の織物としては展開していかない
のである。
そのため、晶を自らとは何の接点もない異物と
して排除してしまうような態度で晶と関わる (=c
関わりをもたない）ということは、その晶と交錯
する人々の生を豊かに変容させる契機を奪うこと
となってしまう。贔に表されているような生命の
顕現を異物として排除していくという姿勢は、
「傷ついた治療者」像が抑圧される中で生じてく
るような、自他の間の断裂を生み出す。つまり、
生命そのものに近い存在である贔に秘められた生
命力を、ヒトの生き方に水路づける道を断ってし
まうこととなる。その反而、完全に晶と同一化し
てしまうと、それはもはやビトとしての姿は保て
ていないことになってしまう。贔の側に強く引き
寄せられた人々は、『晶師』の中でも悲劇的な最
期を迎えることが多い。
ギンコや淡幽は、それぞれその身に明白な形で
晶を宿しており、かつ自覚していたがために、轟
に対する過剰な恐れも、完全なる他者として切り
離して捉えるわけでもなく、かといって呑み込ま
れるでもないという、絶妙なバランスを生き抜い
ているのであろう。ギンコと淡幽のような明確な
形ではないものの、贔との交錯の中で己の「晶性J
をいかに生き抜くかということが、その人物の生
を語る上で璽要な契機となっている。こうした例
は、『晶師』の中では枚挙にいとまがない。
次に挙げるのは、〔砂の魚〕の中で二度出てく
る言葉である。一度目は、 トコヤミを殺さずに生
かしているぬいに詰め寄るヨキに対してぬいが語
りかけた言葉として、二度目は、 トコヤミに呑ま
ぎんこ
れた中で銀盪の姿を見たヨキの胸中に浮かんだ言
葉として、描かれている。
おそ くら
「畏れや怒りに 目を眩まされるな皆ただ
それぞれがあるようにあるだけ」（〔砂の魚〕よ
り、ぬいがヨキに語った言葉）
実際には、「ただ それぞれがあるようにある
だけ」と受け入れていくことは困難であろう。そ
れは、『晶師』における晶という存在についてで
あり、それと同時に、私たちが面接場面で出会う、
来談者の抱く心の痛みや症状や発達上の課題につ
いてでもある。やはり、各々の自我にとってはそ
れは違和感や苦痛であり、だからこそ来談につな
がっているという側面もあるということを、決し
て見落としてはならない。
あるいは、私たちカウンセラーという立場の人
間自身が抱く、自らの心の痛みについてもいえる
ことでもある。「傷ついた治療者」について
Guggenbiihl-Craigが述べるように、真に引き受け
ることは、まことに困難である。そしてまた、特
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に面接場面において抱く痛みが「誰の」痛みであ
るのかということを問えば問うほどに、自他の境
界は希薄となっていく。それでも生きた感覚．感
情をもったヒトとして面接に臨むカウンセラーは、
目の前の来談者の語りに耳を傾け、イメージを受
け止め、そこで湧出してくる体験を生きていかな
くてはならない。
V. おわりに
悩みや症状や発達課題などを背負ってしまうこ
との変容に伴う痛み。それでもそこに創造的な生
命力を信じて関わっていく姿勢。このようなこと
について、本稿では「晶師』という作品を素材と
し、特に主人公ギンコを中心として描き進めてみ
た。
本稿の冒頭で述べた症状や発達的な課題をどの
ように受け止めていくのかということに関しては、
結局のところ正解などといったものはなく、事象
の中に来談者と共に生きる中でその都度の方向を
見いだしていくしかない。こうした結論は、所詮
ありふれた結論であり、それでいて、真に困難で
あるからこそ、幾度となく語られてきた結論なの
であるともいえよう。
考察の中では『晶師』の世界で生じていること
と、実際に私たちが関わる面接とを関連づけて直
接論じるということは、極力避けた。一方、作品
自体の持つ豊かなイメージを十全に再現するとい
うことは筆者の手には余る仕事であったため、限
られた場面を基にして、そこで起こっていること
が体感として感じ取れることができるようにと、
ある程度の筋道をつけて述べていくという形をとっ
た。こうした試みは、事例をT寧に読み解くこと
と軌を一にするプロセスであったと考えている。
また、今匝紙幅の都合上触れることができなかっ
たが、この作品には「見る」ことの意味をめぐっ
ても、私たちの面接場面を考える上で、豊かなイ
メージが息づいていると筆者は考えている。この
『贔師』という作品のもつ心理学的な意味などに
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ついて、本稿に述べたような理解に留まることな
く、より豊かなイメージの源泉として作品自体に
繰り返し戻っていく姿勢が、イメージを体験する
という試みのためには本来必要なことであると考
えられる。
註
l 心理臨床家、セラピスト、心理療法家などいくつ
もの呼称があるが、ここでは学生相談における一般
的な呼称として「カウンセラー」の語を用いるもの
とする。
2 以後、作品名を指す場合は『晶師」と表記し、そ
の中に登場する職業として言及する場合には晶師と
表記するものとする。
3 作中では晶と対比させる際には、生物種としての
側面を際だたせるためか、ヒトと表記されているこ
とが多い。本稿でも、この表記方法にならって表記
していく。
4 これら晶と呼ばれる存在は、動物でも植物でもな
いという分類上の性質においても、自然の中や人里
に不意に姿を現すという生態上の特徴においても、
描写されている形態においても、実在の生物種とし
ては粘菌を連想させる存在である。ちなみに粘菌は、
分類上はその名称から連想されるような菌類ではな
く、むしろアメーバに近い生命体であるとされてい
る（松本，2007)。
5 学生相談という場においては、心のことに焦点を
当てるよりも、現実的な対応をまず急務とする事例
も珍しくはない。そのため、ここでいう心のことと
いうのは、実際上の対応のことというよりも、見立
ての問題と絡めて述べたものである。
6 南方熊楠についてはフルネームや名字ではなく
「熊楠」と名のみで表記されることも多い。そのため
本稿でも、略記する際には熊楠と名で記すものとす
る。
7 〔緑の座〕の中で晶の別名が「みどりもの」である
とされている。この作品において、ギンコの右目の
緑という色は、晶との類縁であることを暗示する色
ともいえるかもしれない。
8 ここで挙げた「晶性」という言葉は、作中に出て
くる言葉ではなく、筆者が論考のために便宜的に設
けた造語である。
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What is important in student counseling is to understand the psychological theme of client. And the 
attitude of counselor toward the theme of his/her client is also important. For comprehending these 
theme more deeply, this paper is intended as an exploration into the work of comic, "Mushi-Shi", which 
is written by Urushibara Yuki. In this work, there are important images that are substantial for 
understanding the process of psychotherapy. Examples of these images are the ones of "initiation" and 
"wounded healer" and so on. 
Firstly, in this paper, the background of "Mushi-Shi" was mentioned. Secondly, Minakata Kumagusu 
who was a Japanese naturalist was introduced as the model of the main character, Ginko. And then, the 
process in which Ginko accepts "Mushi", which is grotesque and lively being, and create his attitude 
toward "Mushi" was discussed. On the story titled "Sugame-no-Uo (which means'fish blind in one 
eye')", Yoki, who is the precursor of Ginko, was swallowed by Tokoyami, which is one of Mushi. Yoki 
was deprived his name and memory by Tokoyami, and called himself Ginko. In this process, there is 
an image of initiation. Afterwards, on the story titled "Kusa-no-Shitone (which means'bed of grass')", 
young Ginko accepted his strange constitution and anguish. The motif of "wounded healer" is especially 
found in this story. 
For psychotherapy, it is substantial to comprehend these images. But the most substantial point is 
not to remain on this comprehension mentioned in this paper, but to go back to original work itself. We 
are able to experience more fertile image by going back there. 
Key Words : "Mushi-Shi", psychotherapy, wounded healer 
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